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近
世

の
臨
済
禅
を
概
観
す
る
と
直
接
に
権
力
と
結
び

つ
か
な
か

っ
た
せ
い
か
、
全
般
的
に
ふ
る
わ
ず
、
ま
た
中
世
の
五
山
文
学

の
伝
統

(
1
)

も
萎
微
沈
滞
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
庶
民
化
の
傾
向
が
著
し
く
数
多
く
の
禅
僧
に
よ

っ
て
、
そ
の
教
え
が
庶
民
に
ま
で
広
ま

っ
て

い
る
。

前
代
に
盛
ん
で
あ

っ
た
五
山
派
は
衰
え
、
こ
れ
に
代

っ
て
新
興
の
関
山
派

(妙
心
寺
派
)
が
大
き
な
勢
力
を
占
め
、

こ
の
時
代
の
臨
済

禅

の
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
。

こ

の
時
代

の
名
僧
を
み
る
と
殆
ど
妙
心
寺
派
の
人
が
多
く
、
初
期
に
は
、
愚
堂
東
宴

(美
濃
大
仙
寺
)
、
雲
居
希
鷹

(奥
州
瑞
巌
寺
)
、

大
愚
宗
築

(越
前
大
安
寺
)
、
至
道
無
難

(江
戸
東
北
寺
)
、

一
紡
文
守

(丹
波
法
常
寺
)
、
盤
珪
永
琢

(伊
予
如
法
寺
)
な
ど
が
出
世
し
、

中
期
に
は
、
古
月
禅
材

(日
向
大
光
寺
)
と
白
隠
恵
鶴

(駿
河
松
蔭
寺
)

の
二
師
が
出
世
し
て
近
世
の
禅
林
を
復
興
し

て
い
麗
㌍

と
く

に
白
隠
恵
鶴
は
、
「応
灯
関
」

の
一
流
を
再
興
し
て
、
近
代
化
さ
れ
た
看
話
禅
を
大
成
し
、

五
百
年
間
出
の
偉
人
と
称
さ
れ
て
い



132近世後期に於ける鎌倉禅について

(
3
)

る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
今
日
の
臨
済
禅
は
、
白
隠
の
門
流
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
に
、
も
う

一
人
、
近
世
の
禅
宗
史
上
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
禅
者
が
い
る
。
そ
れ
は
、
古
月
、
白
隠

に
少
し
遅
れ
て
出

世
し
た
月
船
禅
慧
で
あ
る
。

明
治
以
前
に
関
東
に
あ

っ
て
鵠
林
派

(白
隠
下
)
に
対
抗
し
て
法
瞳
を
掲
げ
た
も
の
に

「鎌
倉
禅
」
と
よ
ぼ
れ
る

一
派
が
あ

っ
た
が
、

こ
の

「鎌
倉
禅
」
の
始
祖
こ
そ
月
船
禅
慧
で
あ
る
。

今

日
、
わ
が
国
の
臨
済
禅
は
、
所
謂
、
鵠
林
派
す
な
わ
ち
隠
山
、
卓
洲
の
両
系
に
占
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
法
系
は
、
事
実
上
、
存
続

し
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
明
治
以
前
ま
で
は
月
船

の
法
系
も
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

月
船
下
は
、
古
月
派
の
亜
流
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
私
は
、
古
月
、
白
隠
の
二
派
と
並
称
さ
れ
る
べ
き

一
派
と
思

っ
て
い
る
。

月
船
は
、
関
山
派

(妙
心
寺
派
)
の
人
で
あ
り
な
が
ら
晩
年
、
円
覚
寺
派
の

一
寺
院
に
寓
居
し
、
当
時
、
既
に
禅
の
生
命
を
失

っ
て
い

た

「…鎌
倉
禅
」
に
息
吹
き
を
与
え
た
。

月
船

の
法
系
は
江
湖
に

「鎌
倉
禅
」
と
称
さ
れ
、
主
と
し
て
鎌
倉

の
円
覚
寺
を
中
心
と
し
て
発
展
し
、
幕
末
に
は
、
京
都
五
山
に
も
及

ん
で

い
る
。

「磐

禅
」

の
蚕

は
・
鵠
林
派
か
ら

二

枚
悟
り
L
あ
る
い
は

「鍋
葎

」
と
中
傷
さ
れ
て
い
誤

・
実
は
禅
定
中
心
の
厳
し
い
も

の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
以
下
、
月
船
禅
慧
を
中
心
に

「鎌
倉
禅
」
が
如
何
に
発
展
し
て
行

っ
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

(
1
)

辻
善
之
助
著

「
日
本
仏
教
史
近
世
編
」
、

の
歴
史
」

(
2
)

川
上
孤
山
著

「
妙
心
寺
史
」

今
枝
愛
真
著

「禅
宗

(
3
)

前
掲
書
。

(
4
)

破
有
法
王
著

「
現
代

相
似
禅

評
論
」
、

覚
寺
史
」

玉
村
、

井
上
共
著

「
円



第
二
章

月
船
禅
慧
と
そ
の
家
風

第

一
節

月
船
禅
慧
の
法
系
に
つ
い
て

近世後期に於ける鎌倉禅について133

月
船

に
つ
い
て
は
従
来
、
多
く
の
禅
宗
史
関
係

の
書
物
で
は
、
古
月
禅
材

(日
向
大
光
寺
)
の
法
嗣
、
あ
る
い
は
古
月

の
門
下
、
北
禅

(
1
)

道
済

(奥
州
高
乾
院
)
の
法
嗣
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
月
船
を
簡
単
に
古
月
あ
る
い
は
北
禅
の
法
嗣
と
み
な
す
従
来

の
説
に
は
納
得
で
き
な
い
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
月
船
に

つ
い
て
諸
側
面
か
ら
考
察
を
し
て
み
た
い
。

月
船
は
、
法
誰
を
禅
慧
と
い
い
、
奥
州
田
村
郡
小
野
邑
の
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
誕
の
年
月
は
不
明
だ
が
、
天
明
元
年

(
一
七
八
一
)

(
2
)

に
八
十
歳
で
示
寂
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て
元
禄
十
四
年
頃
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

月
船

の
生
ま
れ
た
頃
は
、
元
禄
文
化
の
華
か
な
時
代
で
あ

っ
た
。

月
船

は
幼
く
し
て
三
春
城
下
の
高
乾
院
の
北
禅
済
老
に

つ
い
て
落
髪
受
具
し
、
長
じ
て
四
方
に
歴
参
し
た
。
後

に
東
渓
智
門

の
後
席
を

嗣
い
で
受
業
寺
の
高
乾
院
に
住
山
し
た
。

妙
心
寺

の

「前
堂
老
日
旧
牒
」
に
よ
れ
ば
享
保
二
十
年

(
一
七
三
五
)
三
月
に
妙
心
寺
で
垂
示
を
し
第

一
座
に
昇

っ
て
い
る
。

高
乾
院
に
住
す
る
こ
と
十
余
年
、
延
享
の
頃
に
武
州
永
田
の
宝
林
寺

(円
覚
寺
派
)
の
境
内
に
東
輝
庵
を
営
み
、
三
十
七
年

の
間
、
四

来

の
雲
納
に
接
し
た
の
で
あ
る
。

月
船

が
古
月

の
法
統
に
属
す
る
禅
匠
で
あ
る
と
い
う
説
の
根
拠
を
な
す
も
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)

一
、
月
船

の
本
師

(授
業
師
)

の
北
禅
が
古
月
に
就
い
て
多
年
参
究
し
た
罷
参
底
で
あ

っ
た
こ
と
。
従

っ
て
そ
の
弟
子
、
月
船
は
古
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月
の
系
統
で
あ
る
。

二
、
月
船
は
、
下
総
の
光
福
寺
の
玉
洲
祖
憶
、
武
州
長
徳
寺

の
海
門
元
東
な
ど
関
東
の
古
月
下
の
宗
匠
に
歴
参
し
た
と
思
わ
れ
る
こ

(4
)

と
。

し

か

し

、

こ

の
二
点

は
単

に
月

船

が

古

月

と

間

接

的

な

関

係

に

あ

っ
た

こ

と

を

示
す

の
み

で
あ

る
。

こ
れ

を

以

っ
て

直

ち

に

月
船

を
古

月

あ

る

い
は

北
禅

の
法

嗣

と
す

る

に

は
少

し
無

理

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

ま

ず

第

一
の
根

拠

で

は

、
月

船

の
師

、
北

禅

は

、

「古

月
録

」

に

、

そ

の
道

号

頒

が
載

っ
て
居

り

、

古

月

下

と

い
う
。

北

禅

は

、

初

め
松

洲

と

号

し

た

と

い
わ

れ

「
古

月

録

」

に
次

の
よ

う

な

道

号

が

記

さ

れ

て

い
る
。

松
洲
号
糠

　

　　

　

　

　

　
　
　　

　

　

枝

々
卓
抜
接
二雲
露
一。
秀
色
全
愚
二
雪
後
真
噸
丹
鳥
振
レ
側
螺
レ頂
月
。
沙
汀
千
里
眼
初
明
。

ま
た
北
禅
と
改
名
後
に
道
号
を
頚
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

北
禅
右
同

ノ

(
5
)

大
法
由
来
無
二頓
漸
叩

一
団
生
鉄
看
如
何
。
李
唐
天
子
尊
崇
外
。
神
秀
徳
暉
余
沢
多
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
右
同
と
い
う
註
記
で
あ
る
。
北
禅
の
道
号
頒
は
、
仙
嶽
と
い
う
奥
州
仙
台

の
資
福
寺

の
徒
の
道
号
頬
の
次
に
記

さ
れ

て
い
る
の
で
、
右
同
と
い
う
こ
と
は
北
禅
も
奥
州
の
資
福
寺
の
徒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実

は
、
奥
州
仙
台
の
資
福
寺
に
も
北
禅
と
い
う
同
名
の
人
が
い
た
。

「嘉
永
重
撰
正
法
山
宗
派
図
」
(東
海
派
)
の
天
縦
門
派
の
項
に
次

の
よ
う
に
出
て
い
る
。

休
巌
義
長
-
量
外
禅
寿
-
曹
渓
玄
亨
-
北
禅
元
貞
-
柱
巌
元
礎
-
渓
禅
元
晴

こ

の
法
系
に
出
て
く
る
量
外
は
、

「古
月
録
」
の
中
に
あ
る

「喜
奥
陸
仙
台
覚
範
寺
量
外
和
尚
之
至
」
の
量
外
の
こ
と
ら
し
く
、

ま
た

(
6
)

曹
渓
は
、
古
月
の
法
子
で
道
号
の
頸
を
受
け
て
い
る
。
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北
禅
元
貞
は
、
こ
の
よ
う
に
古
月
と
は
因
縁
が
浅
か
ら
ず

「古
月
録
」
に
出
て
く
る
北
禅
は
、
奥
州
三
春
の
高
乾
院

の
北
禅
で
は
な
く

奥
州
仙
台
の
資
福
寺

の
北
禅
と
い
う
可
能
性
が
強
い
。

「
円
覚
寺
史
」
に
よ
る
と
北
禅
元
貞
は
、
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
鎌
倉

の
寿
福
寺
で
雪
安
居
が
結
制
さ
れ
た
際
に
海
門
元
東

(長
徳
寺
)

万
拙

碩
誼

(建
長
寺
天
源
庵
)
な
ど
と
共
に
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
し
、
そ
の
折
、
東
慶
寺
方
外
庵
に
大
休
正
念
の
木
像
を
拝
し
、
翌

年
、
こ
れ
を
修
理
し
て
い
る
。

ま
た

「鹿
山
公
私
諸
般
留
帳
」
に
よ
れ
ば
北
禅
元
貞
は
、
明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
ま
で
の
間

一
二
年
、
仮
住
と
は
言
え
円
覚
寺
派
の
上

(
7
)

総

の
矢
那

の
棲
安
寺
に
拝
請
さ
れ
住
山
し
た
と
い
う
。

近
世
鎌
倉
禅
の
祖
と
い
わ
れ
る
月
船
禅
慧
は
、
奥
州
三
春

の
高
乾
院
の
北
禅

の
剃
度
の
弟
子
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
如
く

天
明
二
年

(
一
七
八
二
)
三
月
に
高
弟
の
物
先
海
旭
の
撰
し
た

「武
漢
集
」

の
序
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
月
船
が
古
月
下
の
北
禅
の
法

子
で
あ

る
と
い
う
確
証
は
何
も
な
い
。

こ

繰
り
返
す
が
、

「武
漢
集
」

の
序
文
に

「投
二郡
之
高
乾
北
禅
済
老
一落
髪
受
戒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
月
船
が
高
乾
院
の
北
禅
の
弟

子
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
わ
か
る
が
、
そ
の
北
禅
が
果
し
て
古
月
下
か
ど
う
か
は
疑
し
い
。
従

っ
て
月
船
を
古
月
下
の
法
系
と
す
る
根
拠
は
、

何
も
な

い
の
で
あ
る
。

「続
禅
林
僧
宝
伝
」
で
は
、
北
禅
は
、
常
陸
州
高
乾
院
北
禅
禅
師
と
な

っ
て
い
る
が
、
実
は
常
陸
の
高
乾
院
で
は
な
く
て
奥
州
三
春
の

高
乾
院

の
間
違
い
で
あ
る
。

(
8
)

ま

た
北
禅
は
、
享
保
八
年

(
一
七
二
三
)
に
示
寂
し
て
い
る
が
、
月
船
は
、
こ
の
時
に
は
、
ま
だ
二
十
歳
前
後

の
若
輩

で
あ

っ
た
。

次

に
第
二
の
根
拠
で
は
、
月
船
が
、
た
と
い
、
古
月
下
の
禅
匠
に
歴
参
し
た
と
し
て
も
古
月
に
は
直
接
に
参
じ
て
い
な
い
。
ま
た
玉
洲

や
海
門
と
月
船
は
、
師
弟
関
係
に
あ

っ
た
と
い
う
史
料
は
、
今

の
処
、
全
く
見
当
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
古
月
の
法
嗣
あ

る
い
は
法
孫
と
断

定
す

る
訳
に
も
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
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以
上
の
如
く
、
月
船
を
以
て
古
月
あ
る
い
は
北
禅
の
法
嗣
と
み
な
す
こ
と
は
、
で
き
な
い
。

ま
た
月
船
の
住
し
た
三
春
の
高
乾
院
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
同
院
は
、
も
と
湊
福
寺
と
称
し
、
三
春
藩
主
、
秋

田
信
濃

守
の
菩
提
所
で
あ

(
9
)

っ

た

。

(
10
)

「高
乾
院
記
録
」
に
よ
る
と
同
院
は
、
仏
源
禅
師
大
休
正
念

の
開
山
と
い
わ
れ
、
元
は
羽
州
秋
田
湊

(秋
田
市
土
崎
港
)

に
あ

っ
た
が
、

慶
長
七
年

(
一
六
〇
二
)
土
崎
城
主
、
秋
田
城
之
介
実
季
の
常
州
宍
戸
転
封
に
伴
な
っ
て
常
陸
に
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
秋

田
河
内
守

俊
季
が
常
州
宍
戸
か
ら
奥
州
三
春
に
移
封
さ
れ
た
の
で
高
乾
院
は
、
こ
の
時
、
三
春
に
も
建
立
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
従

っ
て
高
乾
院
と
い

う
寺

は
、
常
州
宍
戸
と
奥
州
三
春
の
ニ
ケ
所
に
あ

っ
た
。

月
船

の
住
し
た
寺
は
前
者
で
は
な
く
て
後
者
の
方
で
あ

っ
た
。

因

み
に
月
船
の
伽
藍
法
系
は
、
「嘉
永
重
撰
正
法
山
宗
派
図
」
(東
海
派
)

の
玉
浦
門
派
の
項
に

よ
る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。

物
外
紹
播
-
笑
峰
宗
訴
讃

山
宗
箏

北
源
饒

-
天
宗
祖
澤
-
別
峰
轟

-
周
道
玄
需
i
周
峯
周
甫
-
虎
瞳
忍
.日
]

「
北
禅
梵
秀
i
轟

智
門
月

船
禅
慧
塩

巌
智
連
喜

陽
宗
翠

無
業
正
挙

蘭
嶺
子
淳

三
春

の
高
乾
院
は
、

右

の
法
系
の
北
源
祖
翫
に
よ

っ
て
正
保
年
間
に
建
立
さ
れ
た
。

月
船

の
法
祖
、

物
外
紹
播

(勅
諮
播
揚
大
教
禅

(
11
)

師
)

は
、
宇
都
宮

の
興
禅
寺
に
住
し
た
名
僧
で
秋
田
実
季

(高
乾
院
殿
)
の
父
、
愛
季
の
画
像
に
賛
を
し
て
い
る
。

月
船
の
受
業
師
、
北
禅
は
、
こ
こ
で
は
誹
を
梵
秀
と
称
し
、
虎
瞳
忍
昌
に
嗣
法
し
て
い
る
が
、
こ
の
虎
瞳
は
、
高
乾
院
の
前
身
た
る
三

春
の
湊
福
寺
に
住
し
・
皐
氷
七
年

(
一
七

δ

)
六
月
六
日
に
遷
化
し
て
い
華

高
乾
院
の
前
身
、
湊
福
寺
に
は
、
右
の
法
系
中
の
別
峰
祖
弁
、
周
道
玄
需
の
二
師
も
住
し
て
い
る
か
ら
高
乾
院
と
改
称
し
た
の
は
虎
瞳

か
ら
北
禅
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
法
系
図
で
知
ら
れ
る
こ
と
は
月
船
は
授
業
師
、
北
禅
の
法
嗣
の
東
漢
智
門
な
る
人
に
嗣
承
し
て
お
り
、
法
系
上
で
は
北
禅
の
孫
弟
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子
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
北
禅
が
月
船

の
大
成
を
待
た
ず
に
早
く
示
寂
し
た
こ
と
を
意
味

し
、
月
船
が
北
禅

の
寂
後

、
東
漢
智
門
に
師
僧
転
換
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
13

)

玉
村
竹
二
氏
は
、
月
船
の
本
師
、
北
禅
は
、
仙
台
資
福
寺

の
北
禅
元
貞
と
同

一
人
物
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
居
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
肯
わ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
高
乾
院
の
北
禅
と
資
福
寺

の
北
禅
と
は
同
じ
東
海
派
に
属
す
と
は
言
い
乍
ら
、
前
者
は
、
玉
浦
門
派
、

(
14
)

後
者

は
天
縦
門
派
の
法
系
で
法
脈
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
常
識
か
ら
考
え
て
同

一
人
物
が
宗
派
図
に
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
高
乾
院
の
北
禅
は
、
享
保
八
年

の
示
寂
で
あ
り
、
資
福
寺
の
北
禅
は
、
時
代
が
、
も

っ
と
下
が
る
よ

う
で
あ

る
。

と

に
か
く
、
い
ず
れ
に
し
て
も
月
船
は
東
漢
智
門
の
法
を
嗣
い
で
三
春

の
高
乾
院
に
住
し
た
の
で
あ
り
正
し
く
妙
心
寺
開
山
、
関
山
慧

玄
の
流

れ
を
汲
む
禅
者
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
前
述
の
如
く
、
月
船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
修
行
経
路
、
嗣
承

(人
法
)
に
関
し
て
は
殆
ど
不
明
で
、
そ
の
禅
風
の
由
来
に
つ
い

て
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
思
う
に
月
船
は
、
諸
国
の
名
師
に
歴
参
し
て
法
器
を
大
成
し
た

の
で
あ
り
彼
自
身
、

そ
の
上

に
独
自
の
家
風
を
作

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

月
船
禅
慧
の
禅
風

月
船

の
禅
風
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
語
録

「武
漢
集
」
を
見
て
み
る
と
頚
古
や
公
案
の
拮
弄
が

多
く
難
解
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
反
面
、
神
農
、
老
子
、
太
公
望
、
顔
回
、
朱
買
臣
、
東
波
、
子
路
、
厳
子
陵
、
関
羽
な
ど
に
関
す
る
詩
偏
も
あ
る
こ
と
か

(
15

)

ら
、
儒
教
思
想
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

月
船
の
語
録
を

「武
漢
集
」
と
い
う
の
は
次
の
七
言
絶
句
に
由
来
す
る
と
い
う
。
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送
僧

誰
家
吹
笛
雨
成
霧
。
五
月
海
南
多
毒
淫
。
行
　
不
曾
為
君
説
。
老
僧
猶
在
武
漢
淡
。

偶
成

(
16

)

鳥
不
度
号
獣
不
臨
。
天
南
天
鑑
武
漢
濃
。
老
僧
八
十
頭
如
雪
。
人
道
此
居
多
毒
淫
。

月
船
の
所
居
が
武
州
の
片
田
舎
で
、
し
か
も
、
そ
の
居
は
武
漢
の
深
い
処
で
毒
淫
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
ら
し

い
。月

船
は
、
名
利
を
好
ま
な
い
人
で
あ

っ
た
ら
し
く
高
乾
院
に
住
山
す
る
こ
と
十
年
余
に
し
て
弟
子
の
喝
巌
智
連
に
席

を
譲

っ
て
退
隠
し
、

武
州
永
田
の
宝
林
寺

の

一
角
に
東
輝
庵
を
営
み
、
そ
こ
に
隠
栖
し
た
。

「武
漢
集
」
に
は
、
住
庵
と
題
す
る
詩
、
四
首
が
出
て
い
る
。

住
庵

曾
自
江
西
行
脚
還
。
十
年
風
雨
掩
柴
関
。
常
公
不
識
庵
中
趣
。
又
捲
荷
衣
出
暮
山
。

又

蓮
華
峯
北
竹
漢
南
。
借
箇
蒲
団
坐
草
庵
。
将
謂
山
中
無

一
事
。
又
随
月
色
下
煙
嵐
。

又

一
臥
十
年
淡
鎖
関
。
白
雲
明
月
照
衰
顔
。
丁
丁
伐
木
如
相
問
。
人
在
西
山
煙
翠
間
。

又

白
雲
濃
鎖
薔
青
山
。

一
枕
清
風
萬
境
閑
。
入
海
泥
牛
絶
消
息
。
随
流
菜
葉
到
人
間
。

こ
れ
ら
の
詩
を
み
る
と
月
船

の
澄
ん
だ
心
境
が
窺
わ
れ
、
彼
が
如
何
に
自
然
を
愛
し
、
ま
た
清
貧
な
生
活
を
送

っ
た
人
で
あ

っ
た
か
が

知
ら
れ
る
。
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関
山
派

(妙
心
寺
派
)
の
月
船
が
、
何
故
、
円
覚
寺
派
の
宝
林
寺
に
隠
れ
住
ん
だ

の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

玉
村
竹
二
氏
の
説
に
よ
る
と
三
春
に
近
い
須
賀
川
に
円
覚
寺
派

の
普
応
寺
と
い
う
名
刹
が
あ
り
、
同
寺
は
高
乾
院
と
往
来
頻
繁
で
あ

っ

(
17
)

た
こ
と
か
ら
、
月
船
は
普
応
寺
と
の
因
縁
で
宝
林
寺

の
佳
境
を
知

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

、
そ
の
通
り
で
あ

ろ
う
。

宝
林
寺
は
、
永
田
山
と
号
し
、
開
山
は
大
雅
省
音
和
尚
で
開
基
は
、
服
部
玄
庵
と
伝
え
て
い
る
。
開
山
の
大
雅
和
尚

は
応
永
二
十
六
年

(
18
)

(
一
四

一
九
)
に
寂
し
て
い
る
の
で
相
当
に
古
い
寺
で
あ
る
。

月
船
は
、
妙
心
寺
の
開
山
、
関
山
慧
玄

の
美
濃
伊
深
山
中

の
生
涯
に
倣

っ
て
宝
林
寺
の

一
角
の
東
輝
庵
に
鱈
晦
し
た
も
の
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
の
徳
風
を
慕

っ
て
四
来

の
雲
納
が
陸
続
参
集
し
、
遂
に
庵
中
に
入
れ
切
れ
ず
、
隣
村
近
郊

の
独
立
の
庵

や
地
蔵
堂
、
観
音

堂
、
牛
小
屋
な
ど
に
常
在
し
て
、
定
め
の
提
唱
講
座
日
に
集
ま
り
、
あ
る
い
は
朝
参
暮
請
し
て
辛
酸
苦
修
し
た
の
で
あ

る
。

月
船

の
東
輝
庵
中
で
の
生
活
は
、
清
貧
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
。
次
の
詩
な
ど
を
見
て
も
十
分
に
窺
わ
れ
る
。

雪
夜

乾
坤
供
病
瀬
。
白
髪
石
嬉
煙
。
簾
外
風
吹
雪
。
驚
山
鷹
未
眠
。

封
雪

北
風
吹
雪
入
遙
天
。
白
髪
薫

々
石
楊
眠
。
三
等
僧
分
簾
外
興
。
不
知
片
片
落
誰
辺
。

ま
た
月
船
は
、
自
賛
で
自
分
自
身
を
次
の
如
く
評
し
て
い
る
。

自
讃

富
若
有
神
助
。
貧
似
有
鬼
禍
。
貧
富
今
不
到
。
好

一
場
憧
催
。

諸
方
韓
凡
成
聖
。
者
裏
以
頭
換
尾
。
叱
。
不
是
神
不
是
鬼
。

可
殺
不
可
活
。
可
活
不
可
殺
。
殺
活
誰
下
手
。
頽
齢
七
十
八
。
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謄
禿
奴
。
何
面
甥
。
騙
相
若
。
馬
相
似
。
無
噺
無
梶
又
梶
梶
。
齢
逼
古
稀
猶
未
死
。

(
9里

)

乾
坤
坐
臥
不
相
違
。
也
識
頽
齢
過
古
稀
。
何
庭
鐘
聲
林
外
蓋
。

一
簾
秋
雨
自
罪
罪
。

月
船
の
法
子
、
誠
拙
の

「忘
路
集
」
を
み
る
と
月
船
が
如
何
に
道
根
有
力
な
師
家
で
あ

っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
月
船
禅
師
と
題
す
る
詩

を
左

に
記
し
て
お
き
た
い
。

月
船
禅
師

(
20
)

一
隠
三
紀
。
影
不
出
山
。
若
是
仏
法
。
隔
萬
重
関
。
満
舩
載
月
人
何
衣
。
柄
子
無
由
窺

一
斑
。

こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
み
る
と
月
船
と
い
う
人
は
、
自
然
を
愛
し
、
俗
塵
を
嫌
い
、
枯
淡
な
生
活
を
送

っ
た
禅
者
で
あ

っ
た
。
ま
た
月
船

は
、
そ
の

一
面
、
学
問
を
愛
し
、
書
画
を
能
く
し
、
文
人
的
な
人
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
詩
集

「武
漢
集
」
は
江
戸
時
代

の
禅
僧
の
偶
頬
集

(
21

)

の
白

眉
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

従

っ
て
、
そ
の
禅
風
も
月
船
独
自
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

月
船
は
、
東
輝
庵
に
閑
居
す
る
こ
と
三
十
七
年
、
天
明
元
年

(
一
七
八
一
)
六
月
十
二
日
、
八
十
歳
で
遷
化
し
た
。
次

の
よ
う
な
遺
偶
を

残
し
て
い
る
。

遺
偶

(
22
)

有
過
無
過
。
不
敢
覆
蔵
。
末
後
大
罪
。
驚
殺
閻
王
。

月
船
は
後
に
朝
廷
か
ら
本
覚
浄
妙
禅
師
と
誼
さ
れ
て
い
る
。

(
1
)

相
沢
恵
海
著

「禅
学
要
鑑
」
今
枝
愛
真
著

「禅
宗
の
歴
史
」
古

田
紹
欽
著

「禅
僧
の
遺
偶
」

淡
川
康

=
者

「茶
掛
と
し
て
の
禅

画
」
禅
文
化
41
号

「
古
月
下
法
系
」
講
座
禅
第
七
巻
付
録

「仏
心

宗
法
脈
図
」
荻
須
純
道
著

「禅
宗
史
入
門
」
な
ど
は
月
船
を
古
月

の
法
嗣
と
し
て
記

し
て
お
り
、
川
上
孤
山
著

「
妙
心
寺
史
」
竹
貫

元
勝
著

「
日
本
禅
宗
史
」

な
ど
は
北
禅

の
法
嗣
と
し
て
記
し
て

い

る
。

(2
)

物

先
海
旭
編

「
首
書
武
漢
集
序
」
荻
野
独
園
著

「
近
世
禅
林
僧



近世後期に於ける鎌倉禅について

宝
伝
」

(
3
)

川
上
孤
山
著

「
妙
心
寺
史
」
小
畠
文
鼎
著

「
続
禅
林
僧
宝
伝
」

(
4
)

川
上

孤
山
著

「
妙
心
寺
史
」

(
5
)

「
古
月
録
」

(
6
)

前
掲
書
。

(
7
)

玉
村
、
井
上
共
著

「
円
覚
寺
史
」

(
8
)

小
畠
文
鼎
著

「
続
禅
林
僧
宝
伝
」

(
9
)

川
上
孤
山
著

「
妙
心
寺
史
」

(
10
)

信
濃
教
育
会
発
行

「
正
受
老
人
集
」

(
11
)

東
北
大
学
所
蔵
。

(
12
)

秋

田
市
応
供
寺
蔵

「
過
去
帳
」

(
13
)

玉
村
、
井
上
共
著

「
円
覚
寺
史

」

(
14
)

「
嘉
永
重
撰
正
法
山
宗
派
図
」

(東

海
派
)

(
15
)

淡
川
康

一
著

「
茶
掛
と
し
て

の
禅

画
」

(
16
)

物
先
海
旭
編

「
首
書
武

漢
集
巻

之
下
」

(
17
)

玉
村
、
井
上
共
著

「
円
覚

寺
史
」

(18
)

「
大
日
本
寺

院
総
覧
」

(
19
)

物
先
海
旭
編

「
首
書
武
漢
集
巻
之
下
」

(20
)

「
忘
路
集
」
巻

之
下
。

(21
)

禅
文
化
15
、
16
号

所
載

、
淡
川
康

一

「
古
月

か
ら
仙
厘

へ
」

(22
)

物
先
海
旭
編

「
首
書
武
漢
集
巻
之
下
」

141


